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①

　
江
戸
時
代
の
長
崎
に
五
引
写
と
い
う
制
度
の
あ
っ
た
こ
と
は
早
く
「
長
崎
市
史
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

や
「
幕
府
時
代
の
長
崎
」
に
記
さ
れ
て
お
り
、
近
時
編
纂
さ
れ
た
「
長
崎
市
制
六
十

　
　
③

五
年
史
」
に
も
簡
単
な
が
ら
こ
れ
に
言
及
し
て
い
る
が
、
憾
む
ら
く
は
説
い
て
未
だ

充
分
で
な
い
。

　
長
崎
市
史
に
よ
れ
ば
、
五
町
組
と
五
人
組
は
「
市
政
の
基
本
を
な
す
も
の
で
、
市

政
上
は
元
よ
り
産
業
上
、
衛
生
上
、
宗
教
上
、
或
は
相
互
冠
婚
葬
祭
の
末
に
至
る
迄

相
互
に
申
合
せ
共
同
一
致
の
態
度
を
取
ら
し
め
た
。
今
日
に
於
け
る
自
治
の
生
活
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

斯
く
し
て
営
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
。
勿
論
「
先
づ
町
内
戸
主
五
人
つ
つ
を

一
組
と
し
て
町
内
全
員
を
幾
組
か
に
別
ち
、
更
に
全
町
を
五
町
組
に
別
ち
て
相
互
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

そ
の
責
任
に
任
ぜ
し
め
た
」
と
五
人
組
と
五
町
組
と
は
階
層
的
関
係
に
あ
り
と
は
す

る
も
の
の
、
両
者
は
全
く
同
一
の
意
義
と
機
能
を
有
し
た
と
見
る
も
の
の
よ
う
で
あ

る
。
な
る
ほ
ど
五
人
組
は
冠
婚
葬
祭
の
末
に
至
る
迄
相
互
に
申
含
せ
共
同
一
致
の
態

度
を
と
ら
し
む
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
論
を
ま
た
ぬ
が
、
五
町
組
も
五
人
組

も
全
く
同
様
で
冠
婚
葬
祭
の
末
に
至
る
迄
共
同
一
致
の
態
度
を
と
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
す
で
に
五
人
組
が
組
織
さ
れ
て
い
る
上
に
更
に
屋
上
屋
を
架
し
て
、
生
活
の
万

般
に
至
る
ま
で
五
町
合
同
で
進
め
る
と
い
う
必
要
性
や
可
能
性
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
即
ち
五
町
組
を
五
人
組
と
全
然
同
一
視
し
て
よ
い
の
か
叉
そ
れ
を
立
証
す
る

資
料
が
あ
る
の
か
、
私
は
疑
い
な
き
を
得
な
い
。

　
次
ぎ
に
長
崎
市
史
は
「
尤
も
五
町
組
や
五
人
組
の
制
度
は
全
国
各
地
に
行
わ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

も
の
で
長
崎
に
の
み
特
有
の
も
の
で
は
無
い
」
と
し
て
い
る
が
、
五
人
組
制
度
が
全

国
各
地
に
行
わ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
と
し
て
も
、
五
町
組
な
る
も
の
が
、
五
人

組
と
同
じ
よ
う
に
全
国
各
地
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
寡
聞
に
し
て
之
を

知
ら
ぬ
。
歴
史
辞
典
そ
の
他
を
見
て
も
五
町
組
と
い
う
項
目
を
立
て
て
説
明
し
た
の

に
出
会
わ
な
い
。
五
人
組
に
は
周
知
の
如
く
、
五
人
組
帳
が
あ
り
、
そ
の
前
書
に
よ

っ
て
五
人
組
の
性
格
が
わ
か
る
が
、
五
人
組
と
共
に
全
国
各
地
に
行
わ
れ
た
と
い
う

五
能
組
に
は
五
人
組
帳
乃
至
は
そ
の
前
書
に
当
る
よ
う
な
も
の
は
全
く
な
か
っ
た
も

の
か
。
全
国
各
地
に
行
わ
れ
た
制
度
な
ら
ば
、
五
町
組
に
つ
い
て
の
一
般
的
知
識
が

何
程
か
判
明
し
て
い
て
よ
い
で
あ
ろ
う
が
、
必
ず
し
も
左
様
で
な
い
の
は
何
故
で
あ

ろ
う
か
。

　
更
に
ま
た
長
崎
市
史
は
「
此
の
組
合
が
整
然
た
る
に
至
っ
た
の
は
正
徳
五
年
大
岡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

備
前
守
在
任
の
時
で
あ
る
」
と
し
て
、
五
人
組
も
五
帝
組
も
正
徳
五
年
に
整
然
と
し

た
と
明
記
し
て
お
る
。
長
崎
の
五
人
組
が
正
徳
五
年
に
定
め
ら
れ
た
こ
と
は
崎
陽
群

　
⑧
　
　
　
　
　
　
⑨

談
や
増
補
長
崎
略
史
に
も
見
え
て
疑
う
べ
く
も
な
い
が
、
五
町
組
に
つ
い
て
は
実
は

こ
れ
ら
に
何
等
の
記
述
も
な
い
。
五
人
組
と
五
笹
竹
と
を
全
く
同
一
視
し
、
五
人
組

の
制
度
が
定
め
ら
れ
た
ら
、
そ
の
上
部
構
造
と
し
て
五
町
組
が
必
然
的
に
構
成
さ
れ

る
か
に
考
え
た
ら
し
い
長
崎
市
史
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
五
町
組
も
正
徳
五
年
に

出
来
た
と
す
る
の
は
当
然
か
も
知
れ
ぬ
が
、
然
し
、
こ
れ
に
は
明
確
な
根
拠
は
な
い
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と
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
「
幕
府
時
代
の
長
崎
」
の
五
町
組
に
つ
い
て
の
記
述
は
簡
潔
で
「
各
町
乙
名
ニ
ハ

各
組
頭
日
行
使
ノ
属
ス
ル
ア
リ
テ
町
務
ヲ
処
理
シ
、
町
ニ
ハ
五
町
組
、
家
点
心
五
人

組
ア
リ
テ
緩
急
相
救
ヒ
相
警
シ
メ
奉
行
一
令
ヲ
出
セ
バ
町
年
寄
ハ
之
ヲ
享
ケ
テ
各
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

二
令
達
シ
、
乙
名
一
箇
所
持
町
人
、
伍
組
頭
等
ヲ
宅
二
召
集
シ
テ
之
ヲ
教
示
シ
」
、

「
乙
名
ニ
シ
テ
特
選
セ
ラ
レ
若
ク
ハ
加
役
二
就
ク
ト
キ
ハ
隣
町
ノ
乙
名
筆
箱
ヲ
摂
シ
、

或
ハ
乙
名
見
習
ト
シ
テ
其
ノ
継
嗣
ヲ
採
用
シ
、
叉
ハ
五
町
組
ノ
内
ヨ
リ
代
理
乙
名
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

推
選
シ
テ
其
ノ
鉄
ヲ
補
ス
」
と
あ
る
に
す
ぎ
ず
、
五
町
組
が
「
緩
急
相
救
ヒ
相
警

シ
」
む
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
に
止
ま
り
、
冠
婚
葬
祭
の
末
に
及
ぶ
ま
で

の
共
同
体
的
な
制
度
で
あ
っ
た
の
か
、
叉
は
ど
の
よ
う
な
機
能
を
も
つ
も
の
で
あ
っ

た
か
明
ら
か
で
な
い
。
た
だ
五
進
士
の
中
か
ら
組
合
乙
名
の
代
理
を
出
す
こ
と
が
記

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
乙
名
の
組
合
で
あ
っ
た
か
の
感
が
な
い
で
も

な
い
が
「
隣
町
ノ
乙
名
町
務
ヲ
摂
シ
」
と
い
う
時
の
隣
町
は
一
町
組
の
組
含
に
入
ら

ぬ
隣
町
を
も
含
む
意
味
で
あ
ろ
う
か
、
要
す
る
に
「
幕
府
時
代
の
長
崎
」
の
一
町
組

に
つ
い
て
記
す
と
こ
ろ
は
未
だ
説
い
て
不
充
分
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。

　
「
長
崎
市
制
六
十
五
年
史
」
の
記
述
も
「
幕
府
時
代
の
長
崎
」
の
そ
れ
と
殆
ん
ど

同
様
で
「
市
政
機
関
は
九
名
の
町
年
寄
の
下
に
各
町
の
乙
名
が
あ
り
、
乙
名
に
は
お

の
お
の
組
頭
、
日
行
使
が
属
し
て
町
務
を
処
理
し
、
町
に
五
町
組
、
家
に
五
入
組
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

置
い
て
末
端
の
自
警
組
織
が
整
備
さ
れ
て
い
た
」
と
あ
り
、
五
畿
組
は
五
入
組
と
共

に
自
警
組
織
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
五
入
組
を
自
警
組
織
と
規
定
す
る
こ
と

に
も
疑
問
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
今
は
別
と
し
て
も
、
五
町
組
も
自
警
組
織
に
過
ぎ
ぬ

と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
五
町
組
に
対
す
る
充
分
な
検
討
を
経
た
上
で
の
記

述
な
の
で
あ
ろ
う
か
、
敢
え
て
い
う
な
ら
ば
五
道
組
と
五
入
組
と
を
全
然
同
一
視
し

た
長
崎
市
史
以
来
の
通
説
を
無
批
判
に
踏
襲
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
同
じ
「
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

崎
市
制
六
十
五
年
史
」
に
は
「
徳
川
幕
府
下
の
長
崎
の
行
政
組
織
」
を
表
示
し
て
、

　
市
政
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
　
　
　
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↑
　
　
　
↑

　
町
年
寄
（
七
名
）
1
各
町
乙
名
－
各
組
頭
－
日
行
使
一
五
町
鳶
－
五
入
組

長
崎
五
町
組
考

と
し
て
お
る
が
、
こ
の
場
合
、
各
町
の
乙
名
、
組
頭
、
日
行
使
の
下
に
五
町
組
が
存

在
す
る
と
は
ど
の
よ
う
な
事
な
の
か
、
叉
、
五
町
組
と
五
人
組
と
を
上
下
に
置
い
て

あ
る
が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
し
て
連
結
す
る
の
か
が
明
瞭
で
な
く
て
は
到
底
こ
の

表
示
は
理
解
し
難
い
で
あ
ろ
う
。

　
長
崎
五
町
組
の
こ
と
は
長
崎
市
史
以
来
、
五
人
組
と
全
く
同
一
視
さ
れ
、
も
は
や

自
明
で
あ
る
か
の
如
く
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
な
お
考
究
す
べ
き
幾
多
の
問
題
点
が

あ
る
か
に
思
わ
れ
る
。
今
直
ち
に
こ
れ
ら
に
全
面
的
に
答
え
得
る
訳
で
な
い
が
、
五

町
組
に
つ
い
て
の
一
応
の
素
描
を
試
み
、
長
崎
市
政
機
構
乃
至
封
建
都
市
の
行
政
機

構
・
自
治
組
織
の
問
題
へ
の
接
近
に
資
し
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

註
①
　
②
　
③
　
④
　
⑤
　
⑥
　
⑦
　
⑧⑨⑩⑪⑫⑲

長
崎
市
史
、
地
誌
篇
、

幕
府
時
代
の
長
崎
、

長
　
崎
市
畑
制
山
ハ
十
五
年
史
、

長
崎
市
史
、
地
誌
篇
、

　
　
〃
　
　
　
　
　
　
〃

〃

〃

　
九
〇
一
九
二
頁
。

　
　
　
　
一
七
一
頁
、

前
篇
、
　
三
七
頁
。

　
　
　
九
〇
頁
。

　
　
　
九
一
頁
。

　
　
　
　
〃

一
六
五
頁
。

　
　
〃
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

崎
陽
群
談
、
第
五
、
長
崎
町
中
家
数
人
別
竃
数
之
事
に
「
又
は
宿
無
し
も
入
交
り
有
之

募
吟
味
陸
相
届
遠
心
之
未
年
以
来
五
人
組
相
定
メ
其
余
の
も
の
ハ
訴
へ
候
而
云
々
」
と

あ
る
。

増
補
長
崎
略
史
、
一
四
〇
頁
、
年
表
第
三
、
正
徳
五
年
条
に
コ
、
町
別
五
人
組
甲
立

候
上
は
帳
面
外
れ
の
者
明
白
に
可
有
之
候
向
後
云
々
」
と
あ
る
。

幕
府
時
代
の
長
崎
、
　
一
六
五
頁
。

　
　
〃
　
　
　
　
　
　
一
七
一
頁
。

長
崎
市
制
六
十
五
年
史
、
前
編
、
　
三
八
六
頁
。

　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
三
七
頁
。

二
、
五
時
組
の
編
…
成

　
五
町
組
と
は
近
隣
す
る
五
町
を
も
っ
て
一
つ
の
組
合
を
つ
く
る
こ
と
で
、
従
っ
て

長
崎
の
町
々
は
す
べ
て
何
れ
か
の
五
雲
組
に
属
す
る
筈
で
あ
る
が
、
実
は
出
時
、
丸
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長
崎
五
町
組
考

山
、
寄
合
の
三
町
は
そ
の
特
殊
性
か
ら
之
を
除
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

て
五
町
組
を
編
成
し
て
い
た
。
長
崎
市
史
に
依
り
、

示
せ
ば
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

　
長
崎
万
町
組

西
浜
町

島
原
町

恵
美
須
町

新
大
工
町

今
紺
屋
町

麹
屋
町

東
古
川
町

平
戸
町

袋
　
　
町

引
地
町

堀
　
　
町

油
屋
町

本
紺
屋
町
　
材
木
町

芝
浦
町
　
東
築
町

大
黒
町
　
西
中
町

出
来
大
工
町
北
馬
町

桶
屋
町

新
橋
町

西
古
川
町

江
戸
町

酒
屋
前

置
　
　
町

新
興
善
町

出
来
鍛
冶
屋

今
鍛
冶
屋
町
新
石
灰
町

東
中
町
　
東
上
町

新
　
　
町
　
本
説
善
町

古
　
　
町

本
紙
屋
町

回
屋
町

樺
島
町

今
魚
町

内
中
町

金
屋
町

所
謂
長
崎
七
十
七
力
町
を
も
つ

長
崎
五
寸
寸
の
組
み
合
わ
せ
を

榎
津
町

西
諸
町

西
上
町

南
馬
町

今
博
多
町

伊
勢
町

磨
屋
町

本
五
島
町

本
大
工
町

小
川
町

船
津
町

町
本
石
灰
町
船
大
工
町

今
石
両
町
　
今
籠
町

勝
山
町
　
　
上
筑
後
三

型
下
町
　
豊
後
町

万
屋
町

本
下
町

下
筑
後
町

炉
粕
町

大
井
手
町

八
幡
町

諏
訪
町

浦
五
島
町

中
紺
屋
町

後
興
善
町

今
　
　
町

本
籠
町

本
古
川
町

八
百
屋
町

大
村
町

東
浜
町

　
長
崎
の
町
は
以
上
十
五
の
六
町
組
に
編
成
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、

中
、
五
八
組
の
名
に
ふ
さ
わ
し
く
五
力
町
を
以
っ
て
組
織
さ
れ
た
の
は
十
三
組
、

る
二
組
は
六
力
町
で
五
七
組
を
形
成
し
て
い
た
。
六
力
町
よ
り
成
る
五
町
組
と
い
う

特
例
の
作
り
か
た
は
五
二
の
制
以
来
見
ら
る
る
こ
と
で
敢
え
て
異
と
す
る
に
当
ら
な

い
が
、
た
だ
こ
の
特
例
を
い
ず
れ
の
地
域
で
設
定
す
る
か
は
そ
の
場
合
に
よ
り
理
由

や
事
情
が
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
長
崎
五
町
組
に
お
け
る
特
例
を
何
故
に
東
浜
町
方
面

と
大
村
町
方
面
に
置
い
た
か
に
つ
い
て
は
長
崎
市
史
そ
の
他
か
ら
何
等
聞
く
こ
と
を

得
な
い
。

本
博
多
町

　
　
こ
の
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さ
て
右
の
十
五
組
の
編
成
に
つ
い
て
些
か
考
察
を
め
ぐ
ら
す
に
、
先
ず
こ
の
組
み

合
わ
せ
ば
如
何
な
る
基
準
に
お
い
て
な
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
の
点
が
思
わ
れ
る
。
こ

の
事
に
つ
い
て
先
人
の
説
か
れ
た
も
の
の
あ
る
こ
と
を
寡
聞
に
し
て
知
ら
ず
、
又
論

証
す
べ
き
史
料
を
も
持
た
ぬ
今
と
し
て
は
種
々
推
測
を
め
ぐ
ら
す
の
ほ
か
は
な
い
。

そ
こ
で
考
え
ら
る
る
の
は
、
こ
の
組
み
合
わ
せ
の
基
盤
に
は
所
謂
内
町
外
面
の
制
が

横
た
わ
っ
て
い
た
点
で
あ
る
。
内
町
外
町
が
二
十
六
町
と
五
十
一
町
と
な
っ
た
の
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

寛
文
十
二
年
と
さ
れ
て
い
る
が
、
前
記
の
島
原
町
、
平
戸
町
、
引
地
町
、
堀
町
、
新

町
を
筆
頭
と
す
る
各
五
町
組
は
何
れ
も
内
町
の
み
で
組
織
さ
れ
、
そ
の
内
新
町
の
組

は
六
方
町
を
以
っ
て
一
組
と
し
て
お
る
。
残
る
外
湯
五
十
一
町
を
同
様
に
し
て
五
力

町
の
組
十
と
怪
力
町
の
組
一
と
の
計
十
一
組
と
し
、
長
崎
の
町
を
合
計
十
五
の
五
町

組
に
組
織
立
て
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
内
町
又
は
外
町
に
属
す
る
野
々
の
み

を
以
っ
て
五
町
組
を
組
織
し
て
、
内
町
外
町
を
混
合
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、

成
立
の
歴
史
を
同
じ
く
す
る
町
を
以
っ
て
組
み
合
わ
せ
る
と
い
う
歴
史
的
な
も
の
を

基
盤
と
し
た
こ
と
が
給
せ
ら
れ
る
。
五
町
組
は
当
然
近
隣
の
町
々
を
以
っ
て
組
織
さ

る
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
が
編
成
は
地
理
的
事
情
が
主
と
な
る
か
と
思
わ
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

が
、
こ
れ
を
五
町
組
編
成
図
に
照
合
す
る
に
、
例
え
ば
島
原
町
の
組
は
地
理
的
に
は

寧
ろ
本
博
多
町
や
大
村
町
と
組
み
合
わ
さ
れ
て
然
る
べ
き
か
と
思
わ
れ
る
の
に
島
原

町
、
外
浦
町
の
丘
陵
を
下
っ
て
東
築
町
、
西
築
町
、
本
下
町
と
組
み
合
わ
さ
れ
て
お

り
、
西
熊
町
の
如
き
は
地
理
的
に
は
材
木
町
や
本
紺
屋
町
と
組
み
合
わ
さ
れ
れ
ば
よ

い
の
に
こ
れ
と
結
ば
ず
、
材
木
町
は
中
島
川
を
渡
っ
て
万
屋
町
や
榎
津
町
と
組
ん
で

お
る
の
で
あ
っ
て
、
結
局
そ
れ
は
地
理
的
事
情
よ
り
は
歴
史
的
関
係
、
即
ち
既
に
元

禄
十
二
年
以
来
内
町
外
町
の
別
は
な
く
な
っ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
内
町
外
町

の
別
に
基
ず
き
五
町
組
が
編
成
さ
れ
た
こ
と
を
語
っ
て
お
る
。
若
し
五
三
組
な
る
も

の
が
、
長
崎
市
史
の
い
う
が
如
く
、
「
市
政
上
は
元
よ
り
産
業
上
、
衛
生
上
、
宗
教

上
、
或
は
相
互
冠
婚
葬
祭
の
末
に
至
る
迄
相
互
に
申
合
せ
共
同
一
致
の
態
度
を
取
ら

④し
」
む
る
も
の
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
地
理
的
事
情
を
こ
そ
重
視
し
て
編
成
さ

る
べ
き
で
あ
る
の
に
、
編
成
の
基
盤
に
歴
史
的
因
縁
が
横
た
わ
っ
た
と
い
う
の
は
何

長
崎
五
町
組
考

故
で
あ
ろ
う
か
。
叉
、
若
し
五
曽
爾
な
る
も
の
が
、
そ
の
よ
う
な
一
種
の
生
活
共
同

体
的
な
も
の
で
あ
る
な
ら
ぽ
、
長
崎
に
お
け
る
累
々
の
各
種
の
活
動
は
こ
れ
を
単
位

と
し
て
取
扱
わ
る
る
が
当
然
で
あ
り
、
便
利
か
と
思
わ
る
る
の
に
実
情
は
必
ず
し
も

左
様
で
な
か
っ
た
。
長
崎
の
町
々
を
も
っ
て
組
織
さ
れ
た
船
手
町
・
陸
手
町
の
制
、

肥
前
・
筑
前
の
宿
町
、
絵
踏
町
の
事
等
は
当
然
五
下
組
の
制
度
に
準
拠
す
る
か
叉
は

そ
れ
を
利
用
す
る
か
と
思
い
の
外
、
五
町
組
は
こ
れ
ら
と
は
全
く
別
系
統
に
属
し

た
。
例
を
新
町
、
本
興
言
町
、
今
下
町
、
豊
後
町
、
大
村
町
、
本
博
多
町
の
潜
力
町

よ
り
成
る
五
町
組
に
つ
い
て
見
る
に
、
長
崎
の
密
々
を
船
手
と
前
野
に
と
に
二
分
し

た
場
合
、
こ
の
五
出
組
を
一
単
位
と
し
て
そ
の
何
れ
か
に
属
せ
し
む
べ
き
か
と
思
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

る
る
の
に
、
今
下
町
だ
け
は
船
手
町
に
、
他
の
五
十
は
陸
墨
町
に
入
れ
て
お
り
、

又
、
筑
前
・
肥
前
の
宿
所
の
割
当
も
、
大
村
町
、
今
下
町
を
筑
前
に
、
本
博
多
町
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

豊
後
町
、
本
興
善
町
は
肥
前
と
し
、
新
町
に
は
全
く
割
り
当
て
て
い
な
い
。
絵
踏
の

期
日
の
如
き
は
、
絵
踏
の
性
格
上
、
五
町
鳶
を
挙
げ
て
同
日
に
行
わ
れ
た
か
と
思
い

の
ほ
か
、
大
村
町
、
本
博
多
町
を
正
月
四
日
に
、
新
町
、
薄
墨
善
町
、
豊
後
町
を
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

月
五
日
に
、
今
下
町
だ
け
は
六
日
に
あ
て
て
お
る
。
こ
れ
ら
も
亦
五
町
組
の
性
格
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

り
機
能
な
り
を
語
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
次
の
節
に
ゆ
ず
る
。

註
①
　
長
崎
市
史
、

②③④⑤⑥⑦⑧

　
　
　
　
地
誌
篇
、

　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

大
畠
文
次
右
衛
門
板

長
崎
市
史
、
地
誌
篇
、

　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

〃〃

〃〃

九
一
頁
。

一
＝
頁
そ
の
他
。

安
永
七
戊
戌
八
月

九
〇
頁
。

九
二
、
九
三
頁
。

一
〇
三
頁
。

九
五
頁
。

長
崎
図
に
も
と
ず
い
て
作
製
し
た
。

諏
訪
神
社
の
神
事
御
供
町
の
組
み
合
わ
せ
ば
、
そ
の
性
格
上
、
一
町
組
を
そ
の
ま
＼
用

ゆ
る
わ
け
に
行
か
ぬ
か
ら
、
こ
れ
は
む
し
ろ
無
関
係
な
の
が
当
然
で
あ
ろ
う
。

三
、
平
町
組
の
…
機
能

五
人
組
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
五
入
組
帳
前
書
に
よ
っ
て
略
々
之
を
察
し
得
る
が
、
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長
崎
五
町
組
考

五
斗
組
に
は
五
人
組
帳
に
匹
敵
す
る
も
の
が
存
在
し
た
か
否
か
明
ら
か
で
な
く
、
従

っ
て
五
町
組
の
目
的
や
機
能
を
適
確
に
示
し
た
も
の
は
無
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ず
、

こ
こ
に
於
い
て
わ
れ
く
は
五
町
組
の
名
の
あ
ら
わ
れ
来
る
史
料
・
文
献
の
類
を
探

索
し
之
を
追
求
構
成
し
て
行
く
ほ
か
は
な
い
。
而
し
て
こ
の
場
合
、
先
ず
挙
ぐ
べ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

は
「
五
町
組
合
語
談
」
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
長
崎
桶
屋
町
の
乙
名
家
藤
氏
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
、
管
見
の
及
ぶ
と
こ

ろ
五
町
組
に
つ
い
て
の
規
約
ら
し
き
も
の
は
こ
れ
の
み
で
あ
る
か
ら
貴
重
す
べ
き
で

あ
ろ
う
が
、
憾
む
ら
く
は
全
丈
六
力
条
、
そ
れ
も
す
べ
て
組
合
町
に
喧
嘩
口
論
の
起

っ
た
場
合
に
つ
い
て
の
申
談
に
止
ま
る
。
し
か
も
そ
れ
は
組
含
町
の
町
民
一
般
の
心

得
で
は
な
く
、
第
一
条
に
「
組
合
同
役
二
而
茂
」
と
か
「
同
役
御
役
意
相
立
榔
様
」

と
か
あ
る
如
く
、
役
人
へ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
役
人
と
い
う
の
も
、
第
二
条
に

「
為
知
来
“
ハ
・
早
速
難
行
使
者
勿
論
下
役
両
人
召
連
駈
付
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
ら

し
て
、
そ
れ
は
乙
名
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
「
五
町
組
合
申

談
」
に
よ
れ
ば
、
五
町
組
と
い
う
の
は
町
内
に
喧
嘩
口
論
の
起
っ
た
場
合
、
組
合
町

の
乙
名
が
互
に
共
同
し
て
之
に
対
処
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
か
に
見
え
る
。
然

し
、
た
だ
単
に
喧
嘩
口
論
の
た
め
の
み
に
、
こ
の
よ
う
な
組
合
が
編
成
さ
れ
て
い
た

と
は
思
え
ず
、
五
町
組
に
は
ま
だ
各
種
の
機
能
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　
い
ま
述
べ
た
如
く
、
五
町
組
と
い
う
も
の
が
、
町
人
相
互
間
と
い
う
よ
り
は
町
役

の
間
、
そ
れ
も
乙
名
を
中
心
と
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
乙
名
の
勤
方
を
記
し
た
「
乙

　
　
　
②

名
勤
方
書
」
に
は
五
町
組
の
こ
と
に
触
れ
る
記
述
が
あ
る
に
違
い
な
い
。

　
い
ま
安
永
四
年
の
乙
名
勤
方
書
に
よ
っ
て
知
り
得
る
五
斗
組
の
機
能
と
も
い
う
べ

き
も
の
を
列
挙
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
一
、
魁
町
人
別
改
の
年
番
年
寄
へ
の
届
書
に
五
情
組
合
の
乙
名
が
連
判
す
る
こ

　
　
　
と
。

　
二
、
五
町
域
乙
名
は
一
夜
に
一
人
宛
組
合
町
を
廻
り
自
身
番
等
を
督
励
す
る
こ

　
　
　
と
。

　
三
、
家
屋
敷
売
買
の
際
は
買
主
の
人
柄
等
に
つ
き
五
町
組
乙
名
が
立
合
吟
味
し
、

又
、

と
。

売
券
着
丈
や
譲
渡
証
丈
に
も
組
合
町
乙
名
一
人
が
立
含
加
印
す
る
こ

　
四
、
各
町
の
組
頭
が
病
死
や
退
役
に
よ
り
跡
役
を
決
め
る
場
合
、
五
逆
組
の
乙
名

　
　
　
は
候
補
者
名
を
封
書
を
以
っ
て
年
番
年
寄
へ
差
出
し
、
叉
、
そ
の
入
札
披
き

　
　
　
が
年
番
年
寄
方
で
あ
る
時
は
組
合
町
の
乙
名
も
月
役
乙
名
や
居
町
乙
名
と
共

　
　
　
に
列
席
す
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
こ
の
「
乙
名
勤
方
書
」
に
類
す
る
も
の
と
し
て
「
年
寄
共
勤
方
書
」
な
る
も
の
が

あ
る
。
こ
れ
に
は
五
型
組
の
事
は
家
屋
敷
売
買
と
組
頭
選
任
の
二
つ
の
事
柄
と
の
関

連
に
於
い
て
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
前
述
の
「
乙
名
勤
方
書
」
に
見
た
と
こ
ろ

を
出
ず
る
も
の
で
な
く
、
こ
れ
は
年
寄
の
勤
方
を
示
す
立
場
か
ら
の
も
の
だ
け
に
、

家
屋
敷
売
買
の
条
で
も
五
町
営
の
乙
名
を
も
年
番
年
寄
宅
に
呼
び
出
し
立
合
連
印
さ

せ
る
と
い
う
の
み
で
あ
る
。
然
し
そ
れ
に
し
て
も
五
町
組
合
の
乙
名
が
家
屋
敷
の
売

買
に
必
ず
関
与
せ
ね
ぽ
な
ら
ぬ
事
は
こ
れ
ら
の
勤
方
書
か
ら
確
実
で
あ
る
。
惣
町
組

頭
選
任
の
件
に
つ
い
て
も
「
乙
名
勤
方
書
」
と
「
年
寄
共
勤
方
書
」
と
の
記
述
は
一

致
し
、
た
だ
「
年
寄
共
勤
方
書
」
に
、
年
番
年
寄
宅
で
の
開
票
立
合
は
翼
翼
組
乙
名

の
内
一
名
で
あ
る
こ
と
を
記
し
た
点
が
著
し
い
差
で
あ
る
に
止
ま
る
。
従
っ
て
「
年

寄
共
勤
方
書
」
に
見
ゆ
る
と
こ
ろ
は
、
さ
き
の
「
乙
名
勤
方
書
」
に
含
ま
れ
て
お
る

と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
な
お
「
乙
名
勤
方
之
事
」
に
も
五
町
組
の
機
能
に
ふ
れ
る
条
々
が
あ
り
、
そ
れ
を

摘
記
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
一
、
踏
絵
の
時
、
乙
名
が
病
気
と
か
忌
中
な
ら
ば
組
合
町
乙
名
が
代
っ
て
ふ
ま
せ

　
　
　
る
こ
と
。

　
二
、
五
聖
組
か
ら
一
ケ
月
に
一
人
書
写
代
と
し
て
出
番
を
勤
め
組
含
町
へ
連
絡
す

　
　
　
る
こ
と
。

　
三
、
組
合
町
に
出
入
が
あ
る
場
合
は
五
号
組
乙
名
が
立
合
っ
て
吟
味
し
、
品
に
よ

　
　
　
り
言
上
す
る
こ
と
。

　
四
、
人
別
改
や
五
人
組
に
つ
い
て
は
五
町
並
乙
名
が
連
判
で
届
け
出
る
こ
と
。
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次
に
長
崎
の
動
態
を
示
す
記
録
と
し
て
の
奉
行
所
の
犯
科
帳
に
五
信
組
の
資
料
を

求
む
る
に
、
先
ず
乙
名
、
組
頭
等
に
支
障
あ
る
場
合
は
五
悪
組
よ
り
そ
の
代
理
者
を

出
す
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
寛
政
五
年
七
月
置
東
上
町
居
住
の
宗
助
に
対
す
る
永
尋

を
命
じ
た
場
合
、
東
上
町
の
乙
名
は
煩
に
つ
き
組
合
の
宇
野
寿
吉
及
び
東
上
町
の
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

頭
鹿
田
甚
吉
、
鎌
田
長
兵
衛
が
申
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
宇
野
寿
吉
は
犯
科
帳
に

は
組
合
と
あ
る
の
み
で
、
何
れ
の
町
の
者
か
明
記
し
て
い
な
い
が
、
そ
れ
は
上
筑
後

　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

町
の
乙
名
と
思
わ
れ
、
東
上
町
の
五
町
組
は
東
中
町
、
勝
山
町
、
上
筑
後
町
、
八
百

屋
町
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
中
の
東
中
町
の
乙
名
が
代
理
と
し
て
永
尋
を
申
渡
さ
れ

た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
当
該
乙
名
が
煩
の
た
め
組
合
町
の
乙
名
が
そ
の
代
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

と
し
て
永
尋
を
命
ぜ
ら
れ
た
り
、
叱
り
を
受
け
た
等
の
例
は
少
な
く
な
い
。

　
「
煩
に
付
代
」
と
い
う
の
は
乙
名
の
み
に
止
ま
ら
ず
、
天
保
五
年
二
月
、
桶
屋
町

乙
名
藤
貞
四
郎
が
町
内
の
者
に
対
す
る
永
尋
を
申
付
け
ら
れ
た
際
は
、
桶
屋
町
の
組

頭
松
本
三
四
郎
、
桜
木
市
郎
次
が
煩
に
つ
き
代
理
と
し
て
組
合
組
頭
嶋
田
利
助
が
藤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

貞
四
郎
と
共
に
之
を
命
ぜ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
ほ
か
、
弘
化
二
年
の
小
川
町
組
頭
左

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

七
の
代
理
と
し
て
の
森
久
右
衛
門
、
嘉
永
二
年
の
榎
津
町
組
頭
渋
谷
七
言
の
代
理
と

　
　
　
　
　
　
　
⑩

し
て
の
大
塚
助
九
郎
等
の
例
が
あ
る
。
た
だ
こ
れ
ら
の
場
合
、
嶋
田
利
助
、
森
久
右

衛
門
、
渋
谷
年
太
が
何
れ
の
町
の
組
頭
で
あ
っ
た
か
を
犯
科
帳
に
明
記
し
て
な
い

が
乙
名
と
同
じ
く
五
町
組
の
組
卸
町
か
ら
で
あ
っ
た
と
推
測
し
て
大
過
あ
る
ま
い
。

　
又
、
乙
名
が
幼
年
の
場
合
も
五
町
組
の
乙
名
が
後
見
と
な
っ
た
ら
し
く
、
文
政
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

年
江
戸
町
乙
名
白
浜
嘉
四
郎
の
後
見
で
あ
っ
た
本
朝
嶋
町
乙
名
今
井
善
左
衛
門
、
弘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

化
二
年
樺
島
町
乙
名
伴
作
の
後
見
で
あ
っ
た
本
構
嶋
町
乙
名
犬
塚
幸
右
衛
門
等
の
例

が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
五
町
組
の
乙
名
・
組
頭
に
事
故
の
あ
る
時
は
、
そ
の
組
合
町
か
ら
代

理
が
出
た
り
、
又
は
後
見
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま
五
町
組
が
あ
る
程
度
の

共
同
責
任
体
で
あ
っ
た
こ
と
を
語
る
の
で
あ
る
が
、
な
お
具
体
的
に
は
、
ど
の
よ
う

　
長
崎
五
町
組
考

な
事
項
に
つ
い
て
共
同
責
任
を
負
う
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
犯
科
帳
に
記
さ
る
る
限
り

に
於
い
て
之
を
明
ら
か
に
し
て
見
よ
う
。

　
さ
き
の
「
乙
名
勤
方
書
」
に
各
町
人
別
改
に
つ
い
て
は
五
町
組
合
の
乙
名
が
連
判

す
る
と
あ
っ
た
だ
け
に
、
欠
落
者
捜
索
は
五
宮
組
乙
名
の
共
同
責
任
と
さ
れ
た
。
安

永
三
年
大
阪
で
不
正
品
を
取
扱
っ
た
結
果
駈
落
に
及
ん
だ
長
崎
の
者
十
二
名
に
対

し
、
長
崎
奉
行
は
永
生
を
命
じ
た
が
、
こ
れ
を
申
付
け
ら
れ
た
の
は
居
町
乙
名
た
る

本
石
灰
町
、
東
築
町
、
東
中
町
、
本
紺
屋
町
、
西
上
町
、
今
鍛
冶
屋
町
、
上
筑
後

町
、
東
浜
町
、
浦
五
南
町
、
材
木
町
、
恵
美
須
町
、
本
五
嶋
町
、
本
下
町
の
各
乙
名

・
組
頭
は
勿
論
な
が
ら
、
こ
れ
と
組
合
で
あ
っ
た
一
町
組
の
町
々
の
乙
名
も
同
時
に

　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

之
を
申
渡
さ
れ
た
。
従
っ
て
叉
、
こ
の
種
の
事
に
関
し
て
不
行
届
の
あ
っ
た
場
合
は

居
町
乙
名
、
組
頭
は
も
と
よ
り
、
一
町
組
の
乙
名
逮
も
相
当
の
処
罰
を
う
け
た
。
安

永
四
年
、
大
阪
、
長
崎
の
間
で
薬
種
の
不
正
取
引
が
行
わ
れ
た
場
合
、
犯
人
本
五
嶋

町
の
吉
平
に
つ
い
て
本
山
一
町
乙
名
に
尋
方
を
命
じ
て
い
た
の
に
、
い
っ
か
町
内
に

立
戻
っ
て
お
り
、
且
往
来
切
手
な
き
旅
人
を
留
置
く
は
取
締
不
行
届
で
あ
る
と
乙
名

は
押
込
に
、
組
頭
は
急
度
叱
り
に
処
せ
ら
れ
た
が
、
こ
の
時
、
二
五
嶋
町
の
五
一
組

た
る
平
戸
町
、
樺
島
町
、
浦
五
心
町
、
江
戸
町
の
各
乙
名
も
「
兼
々
申
渡
峰
儀
を
等

閑
に
相
心
得
組
合
申
合
も
不
行
届
希
書
儀
と
相
聞
不
興
二
付
急
度
叱
」
と
な
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
⑭

る
の
が
そ
の
一
例
で
あ
る
。
こ
こ
に
「
試
適
申
合
も
不
行
届
」
と
い
う
の
は
、
五
町
組

と
し
て
の
共
同
責
任
に
不
充
分
な
も
の
が
あ
る
と
の
義
で
あ
ろ
う
が
、
元
文
五
年
本

大
工
町
の
欠
落
者
を
尋
ね
出
す
に
つ
い
て
は
五
町
組
乙
名
の
協
力
が
あ
り
、
よ
く
共

同
責
任
を
果
し
た
例
と
い
え
る
。
こ
れ
は
本
大
工
町
の
善
吉
な
る
者
が
元
文
四
年
未

年
八
月
野
菜
や
肴
の
代
金
と
し
て
出
町
の
オ
ラ
ン
ダ
人
下
人
の
黒
坊
か
ら
竈
甲
を
受

け
取
っ
た
廉
で
捕
え
ら
れ
、
居
町
乙
名
に
預
け
ら
れ
て
い
た
の
に
九
月
欠
落
し
て
し

ま
っ
た
の
で
、
本
大
工
町
乙
名
武
富
源
次
平
は
遠
慮
を
申
付
け
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

が
翌
元
丈
五
年
五
月
善
吉
は
柳
川
で
発
見
さ
れ
、
こ
の
由
を
組
町
た
る
酒
屋
町
の
乙

名
中
尾
助
右
衛
門
及
び
大
工
町
組
頭
共
が
訴
え
出
た
の
で
、
閏
七
月
四
日
源
次
平
の
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長
崎
五
町
組
考

　
　
　
　
　
　
　
⑯

遠
慮
を
差
し
免
し
た
。
以
上
は
人
別
改
に
つ
い
て
五
町
回
乙
名
に
共
同
責
任
の
あ
っ

た
由
を
語
る
も
の
で
あ
る
が
、
犯
科
帳
に
見
ゆ
る
五
斗
組
関
係
の
資
料
は
実
は
殆
ん

ど
す
べ
て
こ
の
人
別
改
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
五
町
組

乙
名
は
人
別
改
に
つ
い
て
共
同
責
任
を
も
つ
に
止
ま
ら
ず
、
若
し
組
合
内
の
乙
名
に

非
常
事
態
が
あ
れ
ば
組
合
乙
名
は
含
議
で
広
く
町
政
全
般
を
処
理
し
た
。
弘
化
四
年

大
村
町
乙
名
田
辺
政
八
郎
は
そ
の
曽
祖
父
が
獄
門
の
刑
を
受
け
た
た
め
、
組
兜
町
た

る
勃
興
善
町
の
乙
名
三
浦
辰
之
助
に
預
け
ら
れ
た
が
、
こ
の
場
合
長
崎
奉
行
は
三
浦

辰
之
助
に
対
し
、
大
村
町
の
用
向
は
組
合
乙
名
共
申
合
せ
差
支
え
な
き
違
い
た
す
べ

　
　
　
　
　
　
　
⑰

し
と
申
渡
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
五
町
組
の
乙
名
達
が
共
同
連
帯
の
立
場
か
ら
取
扱
わ
れ
る
に
伴
い
、

乙
名
達
は
単
に
町
政
に
関
し
て
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
身
分
に
つ
い
て
も
互
に
助
け
合

う
こ
と
が
見
ら
れ
た
。
享
保
九
年
北
馬
町
の
乙
名
高
野
善
太
郎
が
乱
心
し
て
人
を
殺

し
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
殺
さ
れ
た
者
の
女
房
か
ら
助
命
願
が
出
る
と
い
う
異
常
な
事

件
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
際
、
北
馬
町
の
組
頭
井
に
組
合
乙
名
一
同
も
助
命
願
を
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

し
、
結
局
高
野
善
太
郎
は
罪
を
免
ぜ
ら
れ
た
と
い
う
の
が
そ
の
一
例
で
あ
る
。

　
さ
き
に
「
乙
名
勤
方
書
」
に
よ
っ
て
五
二
組
の
機
能
に
関
す
る
条
項
を
列
挙
し
た

際
、
各
階
の
組
頭
選
任
に
対
し
て
五
鞘
組
の
乙
名
が
関
係
を
も
つ
条
項
の
あ
る
こ
と

を
指
摘
し
て
置
い
た
が
、
こ
れ
を
具
体
的
に
物
語
る
資
料
と
し
て
「
亥
二
月
、
桶
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

町
組
頭
入
札
一
件
諸
書
付
」
と
題
す
る
一
袋
が
あ
る
。
こ
こ
に
見
ゆ
る
亥
と
い
う
の

が
何
年
に
当
る
か
確
言
出
来
な
い
が
、
こ
の
一
袋
の
乱
書
に
屡
々
見
ゆ
る
桶
屋
町
乙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

息
男
貞
四
郎
は
概
ね
丈
化
文
政
時
代
の
人
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
年
代
は
ほ
ぼ
見
当
は

つ
く
。

　
さ
て
こ
の
一
袋
の
中
に
、
組
合
町
乙
名
・
居
町
乙
名
封
書
五
枚
、
右
壱
袋
、
町
人

入
札
二
十
七
枚
、
右
壱
袋
と
記
し
た
紙
片
が
あ
る
。
こ
れ
は
組
頭
の
投
票
紙
を
入
れ

た
二
袋
の
こ
と
で
、
従
っ
て
先
ず
わ
れ
わ
れ
は
、
桶
屋
町
の
組
頭
選
挙
に
は
町
人
二

十
七
人
の
ほ
か
六
町
組
の
組
合
乙
名
四
人
と
居
町
乙
名
た
る
桶
屋
町
の
乙
名
も
投
票

に
加
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
知
る
。
投
票
は
連
記
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
開
票
の
結
果

を
語
る
紙
片
も
あ
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
烏
山
利
平
十
四
票
、
永
見
吉
郎
次
十
三
票
、

力
武
吉
兵
衛
六
票
、
竹
下
金
四
郎
三
票
、
満
川
藤
兵
衛
二
票
、
後
藤
孫
七
二
票
で
あ

っ
た
。
然
し
、
こ
の
得
票
数
が
そ
の
ま
ま
認
め
ら
れ
て
最
高
点
者
が
組
頭
に
任
命
さ

れ
る
と
い
う
訳
で
な
く
、
さ
き
の
「
年
寄
共
勤
方
書
」
に
も
あ
る
如
く
札
高
の
者
の

中
か
ら
人
物
等
を
相
糺
し
筆
算
の
能
力
を
も
吟
味
し
て
長
崎
奉
行
に
申
出
で
、
然
る

後
任
命
鉾
る
の
で
あ
っ
た
・
そ
こ
で
・
古
町
霜
屋
町
桶
屋
町
明
井
手
町

今
博
多
町
の
五
二
組
合
の
乙
名
達
は
連
名
で
町
年
寄
高
木
清
十
郎
、
久
松
喜
兵
衛
宛

の
願
書
を
出
し
た
。
願
書
の
主
旨
は
コ
一
札
の
烏
山
利
平
は
御
役
所
御
門
番
を
仰

付
け
ら
れ
て
お
り
、
二
番
札
永
見
吉
郎
次
は
現
組
頭
松
本
仁
平
次
の
甥
で
あ
る
か

ら
、
私
共
乙
名
達
は
こ
れ
ら
両
人
の
名
は
入
札
か
ら
省
い
た
の
で
あ
り
、
三
番
札
力

武
吉
兵
衛
を
組
頭
に
任
命
さ
れ
た
い
」
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
願
書
が
効
を
奏

し
た
も
の
か
、
力
武
吉
兵
衛
に
受
用
高
三
百
目
で
一
生
の
聞
組
頭
を
申
付
け
る
と
の

亥
二
月
付
の
丈
書
も
残
さ
れ
て
お
る
。
即
ち
五
町
・
組
の
乙
名
達
の
意
見
は
組
頭
選
任

に
当
っ
て
は
相
当
強
く
は
た
ら
い
た
こ
と
が
判
る
の
で
あ
る
が
、
一
方
町
年
寄
や
奉

行
が
そ
れ
を
と
り
上
げ
た
と
い
う
の
も
、
五
町
組
を
一
単
位
と
す
る
町
役
間
の
連
帯

責
任
の
原
則
が
相
互
に
認
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
乙
名
及
び
組
頭
は
共
に
長
崎
奉
行
の
任
命
に
よ
り
、
叉
、
両
者
各
々
相
互
に
樽
町

下
間
で
代
理
す
る
等
、
乙
名
・
組
頭
は
町
役
と
し
て
の
地
位
機
能
が
ほ
ぼ
同
様
で
あ

り
、
五
竜
谷
間
の
乙
名
組
頭
は
互
に
共
同
し
連
帯
責
任
を
も
っ
て
長
崎
の
町
政
に
当

っ
て
来
た
と
概
言
し
得
る
と
思
う
が
、
各
課
に
は
町
役
と
し
て
ま
だ
日
行
使
な
る
も

の
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
日
行
使
も
亦
、
五
帝
組
に
属
す
る
各
翌
々
の
日
行

使
は
互
に
深
く
結
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
。
明
和
二
年
正
月
桜
馬
場
で
泥
酔
の
余
り

不
転
の
行
為
を
し
た
桶
屋
町
の
日
行
使
伊
藤
和
平
太
な
る
者
が
押
込
に
処
せ
ら
れ
た

事
件
の
際
、
今
紺
屋
町
の
林
蔵
、
今
博
多
町
の
忠
右
衛
門
、
古
町
の
五
郎
平
、
大

井
手
町
の
隆
蔵
の
四
入
は
連
名
で
桶
屋
町
乙
名
藤
惣
太
夫
に
一
札
を
出
し
て
い
る

が
、
そ
れ
は
同
役
た
る
和
平
太
の
た
め
に
彼
の
不
行
跡
を
詑
び
、
今
後
は
自
分
共
が

ω1
1
（



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

何
か
と
附
添
い
間
違
な
く
勤
め
さ
せ
る
か
ら
と
の
趣
意
を
詳
細
に
述
べ
て
お
り
、
前

述
の
北
馬
町
乙
名
高
野
善
太
郎
の
助
命
願
を
出
し
た
五
町
組
の
乙
名
達
の
そ
れ
に
似

　
　
　
　
　
⑳

た
も
の
が
あ
る
。
こ
の
一
件
に
関
し
明
和
六
年
十
一
月
付
和
平
太
自
身
よ
り
桶
屋
町

乙
名
藤
惣
太
夫
宛
差
出
し
た
一
札
に
「
御
組
合
御
同
役
様
云
々
」
の
文
字
が
見
え
、

日
行
使
は
縦
に
は
組
頭
・
乙
名
へ
と
連
ら
な
る
も
の
の
、
横
に
は
五
町
鳶
の
日
行
使

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

を
同
役
と
し
て
互
に
結
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
同
じ
桶
屋
町
の
日
行
使
清
吉

が
明
和
八
年
病
身
の
た
め
御
暇
を
乞
い
、
兼
ね
て
姉
婿
久
兵
衛
に
跡
目
を
つ
が
せ
て

貰
い
た
い
と
の
願
を
出
し
た
際
も
、
前
記
と
同
じ
四
力
町
の
日
行
使
達
が
連
名
で
乙

名
外
外
太
夫
宛
「
乍
潭
結
願
候
口
上
書
」
な
る
一
札
を
差
出
し
て
、
「
自
分
の
跡
目

に
姉
婿
久
兵
衛
を
仰
せ
付
け
下
さ
る
よ
う
と
の
清
吉
の
願
意
を
御
聞
届
け
下
さ
る
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ら
ば
私
共
ま
で
有
り
難
き
仕
合
」
で
あ
る
と
述
べ
て
お
り
、
こ
こ
に
も
組
合
町
同
役

問
に
強
い
絆
の
あ
っ
た
こ
と
が
思
わ
れ
る
。

　
以
上
要
約
す
れ
ば
五
膳
組
で
は
喧
嘩
口
論
の
取
締
、
自
身
番
の
督
励
、
出
入
の
始

末
等
に
は
共
同
し
て
之
に
当
り
、
人
別
改
、
家
屋
敷
売
買
の
書
類
に
連
印
し
、
町
内

の
役
人
に
麦
障
あ
る
場
合
は
代
理
又
は
後
見
と
な
る
。
叉
、
乙
名
、
組
頭
、
日
行
使

の
任
免
に
も
互
に
無
関
係
で
な
く
、
い
わ
ば
五
町
組
の
乙
名
組
頭
達
は
町
政
上
は
勿

論
身
分
上
で
も
相
互
扶
助
の
態
勢
を
と
っ
て
町
民
を
率
い
奉
行
所
に
対
し
た
の
で
あ

っ
た
。
然
し
こ
の
場
合
の
相
互
扶
助
が
多
分
に
他
律
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
迄
も

な
く
、
従
っ
て
そ
の
及
ば
ざ
る
際
は
共
同
責
任
に
問
わ
れ
た
訳
で
あ
り
、
そ
れ
は
人

別
改
の
場
合
に
於
い
て
最
も
著
し
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

註
①
　
長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
蔵
、
藤
文
庫
所
収
、
鴬
町
組
合
申
談
、
一
冊
。
卯
六
月
と
あ

　
　
　
る
だ
け
で
年
代
を
明
ら
か
に
し
得
な
い
が
、
藤
文
庫
に
は
卯
十
一
月
と
か
卯
十
二
月

　
　
　
と
か
の
文
書
が
多
く
、
そ
れ
に
は
藤
貞
四
郎
の
署
名
の
あ
る
も
の
が
あ
る
点
か
ら
す
れ

　
　
　
ば
概
ね
文
化
、
文
政
時
代
の
卯
年
即
ち
文
化
四
年
、
文
政
二
年
、
天
保
二
年
の
何
れ
か

　
　
　
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
同
じ
藤
文
庫
所
収
の
藤
家
の
由
緒
弄
親
類
書
に
よ
れ
ば
、
貞

　
　
　
四
郎
は
、
享
和
元
年
父
惣
太
夫
の
跡
を
う
け
て
乙
名
と
な
り
、
天
保
十
三
年
五
十
九
歳

　
　
　
を
も
っ
て
残
し
、
そ
の
乙
名
た
る
の
期
間
は
文
化
、
文
政
、
天
保
の
間
で
あ
っ
た
か
ら

　
長
崎
五
町
組
考

②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩⑪⑫⑬⑭⑮⑯⑰

に
よ
る
。

全
高
、
藤
文
庫
に
は
安
永
四
年
一
八
月
塞
乙
名
勤
方
書
及
び
宝
暦
十
三
年
の
乙
名
勤
方

書
が
あ
り
、
い
ま
は
前
者
を
用
い
た
。

年
前
、
藤
文
庫
所
収
、
安
永
四
年
未
九
月
付
、
年
寄
共
勤
方
書
。

九
州
大
学
内
、
九
州
文
化
研
究
所
蔵
、
松
木
酒
庫
所
収
、
乙
名
里
方
之
事
。

森
永
種
夫
編
、
犯
科
帳
　
六
十
一
の
一
八
七
。

箭
内
健
次
編
、
長
崎
県
の
歴
史
、
資
料
篇
、
長
崎
町
乙
名
在
職
一
覧
表
に
よ
っ
て
、
東

上
町
の
五
三
組
た
る
各
回
の
乙
名
の
姓
名
を
見
る
に
、
勝
山
町
及
び
八
百
屋
町
に
は
宇

野
姓
の
乙
名
な
く
、
L
筑
後
町
の
条
に
宇
野
利
右
門
（
元
禄
四
）
、
宇
野
幸
次
右
衛
門

（
寛
延
三
）
、
宇
野
熊
之
丞
（
明
和
三
）
と
あ
り
、
東
中
町
の
条
に
も
宇
野
九
郎
兵
衛

（
寛
政
四
）
（
文
化
九
）
、
宇
野
熊
之
丞
（
天
保
九
）
が
あ
る
。
こ
の
表
は
「
関
係
諸
記

録
か
ら
摘
出
、
カ
ッ
コ
内
の
年
は
当
時
在
職
中
で
あ
る
こ
と
を
示
す
」
と
い
う
か
ら
、

寛
政
五
年
の
宇
野
寿
吉
と
い
え
ば
、
恐
ら
く
は
東
中
町
の
宇
野
九
郎
兵
衛
の
こ
と
で
あ

ろ
う
。

森
永
種
夫
編
　
犯
科
帳
　
一
〇
二
の
一
二
。
二
二
〇
の
八
九
。
＝
二
一
の
二
二
等
。

　
　
”
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

〃〃〃〃〃〃

一
一
璽
の
一
四
。

一
二
四
の
二
五
。

一
三
一
の
二
二
。

九
七
の
五
。

＝
一
四
の
二
四
。

三
八
の
二
三
。

三
九
の
一
二
。

犯
科
帳
に
は
「
組
町
乙
名
中
尾
助
右
衛
門
」
と
あ
る
の
み
で
、
そ
の
組
町
の
町
名
を
明

記
し
て
な
い
が
、
箭
内
健
次
編
、
長
崎
県
の
歴
史
、
資
料
篇
、
長
崎
町
乙
名
在
職
一
覧

表
に
よ
っ
て
本
大
工
町
の
五
町
組
た
る
袋
町
、
酒
屋
町
、
今
魚
町
、
申
紺
屋
町
の
条
々

を
見
る
に
中
尾
姓
の
乙
名
は
酒
屋
町
に
あ
る
の
み
で
、
中
尾
彰
右
衛
門
（
貞
享
二
）
、

中
尾
助
次
兵
衛
（
寛
延
二
）
、
中
尾
徳
三
郎
（
安
永
三
）
が
見
え
る
か
ら
、
酒
屋
町
乙

名
で
あ
ろ
う
。

犯
科
帳
　
一
一
の
コ
ニ
。

　
〃
　
　
＝
一
九
の
二
八
。
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長
崎
五
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組
考
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〃
　
　
六
の
四
六
。

長
綺
県
立
長
崎
図
書
舘
蔵
、
藤
文
庫
所
収
。

　
〃
　
　
　
藤
文
庫
所
収
、
藤
家
由
緒
井
親
類
書
に
よ
る
。

全
　
前

回
　
前
　
　
藤
文
庫
所
収
、
日
行
使
和
平
太
一
件
、
　
（
明
和
三
一
七
、
）

犯
科
帳
、
六
ノ
四
六
。

⑳
に
薫
じ
。

長
崎
図
書
干
隈
、
藤
文
庫
所
収
、
目
行
使
清
吉
跡
目
相
続
願
。

四
、
潟
町
組
の
沿
革

三
一
通
。

　
長
崎
に
五
爵
組
制
度
の
存
在
し
た
こ
と
は
疑
う
余
地
は
な
い
が
、
そ
の
沿
革
に
つ

い
て
は
多
ぐ
聞
く
こ
と
を
得
ず
、
た
だ
長
崎
市
史
が
能
町
組
を
五
人
組
と
同
時
に
発

足
し
た
と
し
、
「
寛
永
年
間
切
支
丹
宗
禁
令
の
時
既
に
五
人
組
の
制
度
が
有
っ
た
と

伝
ふ
る
が
、
資
料
が
無
い
か
ら
確
と
判
明
し
な
い
。
此
の
組
合
が
整
然
た
る
に
至
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

た
の
は
正
徳
五
年
大
岡
備
前
守
在
任
の
時
で
あ
る
」
と
記
す
に
過
ぎ
な
い
。
然
し
、

五
町
組
が
五
人
組
と
同
時
に
発
足
し
た
と
い
う
証
拠
は
な
い
。
五
人
組
の
制
度
は
早

く
寛
永
年
間
に
有
っ
た
と
い
う
伝
え
が
あ
る
と
い
う
が
、
だ
か
ら
と
て
直
ち
に
五
町

組
も
寛
永
年
間
に
存
在
し
た
と
断
言
出
来
る
か
ど
う
か
疑
い
な
き
を
得
な
い
。
又
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

「
此
の
組
合
が
整
然
た
る
に
至
っ
た
の
は
正
徳
五
年
大
岡
備
前
守
在
任
の
時
で
あ
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

と
い
う
正
徳
五
年
に
五
人
組
の
制
度
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
は
崎
陽
群
論
、
長
崎
略
史

　
④
等
に
も
見
え
て
確
実
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
五
人
組
と
あ
る
だ
け
で
、
五
町
組
の
丈

字
は
全
く
見
え
な
い
。
五
人
組
あ
れ
ば
当
然
五
町
組
が
あ
る
と
決
っ
て
お
る
な
ら
ば

長
崎
市
史
の
記
述
で
よ
い
で
あ
ろ
う
が
、
五
人
組
あ
る
と
こ
ろ
五
町
組
あ
り
と
は
必

ず
し
も
い
え
ぬ
か
ら
、
五
人
組
の
制
度
が
定
め
ら
れ
た
か
ら
と
て
五
町
組
も
正
徳
五

年
に
姶
め
ら
れ
或
は
整
備
さ
れ
た
と
い
う
訳
に
い
か
ず
、
五
町
組
の
発
祥
は
全
く
新

し
い
問
題
と
し
て
検
討
す
る
が
至
当
か
と
思
わ
れ
る
。

　
さ
て
五
町
組
に
関
係
あ
り
と
思
わ
る
る
資
料
で
管
見
に
入
る
も
の
の
中
、
最
も
古

い
の
は
犯
科
帳
の
天
和
二
年
四
月
二
十
五
日
東
古
川
町
吉
左
衛
門
が
長
崎
十
里
四
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

追
放
に
処
せ
ら
れ
た
記
事
で
あ
る
。
こ
の
九
左
衛
門
は
徒
者
で
五
年
以
前
と
三
年
以

前
の
再
度
追
放
に
処
せ
ら
れ
て
い
た
が
、
去
秋
立
戻
り
居
所
不
定
で
不
届
で
あ
る
か

ら
又
々
追
放
し
た
い
と
東
古
川
町
乙
名
組
頭
か
ら
訴
え
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
長
崎
奉

行
で
は
兄
山
田
五
左
衛
門
を
召
寄
せ
て
尋
ね
て
見
た
が
、
義
絶
し
て
い
る
事
だ
か
ら

ど
の
よ
う
に
仰
付
け
ら
れ
て
も
構
わ
ぬ
と
い
う
。
然
し
、
差
当
り
公
儀
叉
は
町
中
に

対
し
て
悪
事
，
を
仕
る
訳
で
も
な
い
か
ら
と
、
な
お
常
行
事
を
し
て
隣
町
の
者
共
迄
調

べ
し
め
た
と
こ
ろ
、
「
隣
町
四
町
之
乙
名
組
頭
一
同
」
は
書
付
を
以
っ
て
九
左
衛
門

は
徒
者
で
あ
る
旨
申
し
出
た
の
で
結
局
長
崎
十
里
四
方
追
放
に
処
す
る
こ
と
に
し
た

と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
我
々
の
注
目
し
た
い
の
は
「
隣
町
四
町
」
と
い
う
点

で
、
常
行
事
の
取
調
べ
に
対
す
る
申
出
で
な
ら
ば
一
町
か
二
町
の
乙
名
組
頭
か
ら
の

書
付
で
充
分
で
あ
る
筈
な
の
に
四
町
の
乙
名
組
頭
一
同
で
申
し
出
た
と
い
う
の
は

（
四
町
の
町
名
は
記
載
し
て
い
な
い
か
ら
判
明
せ
ぬ
も
の
の
）
、
こ
の
四
町
に
東
古

川
町
を
加
え
て
宿
町
組
を
形
成
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
量
せ
し
め
る
。

　
然
し
こ
れ
は
未
だ
峰
町
組
の
存
在
を
単
に
推
量
せ
し
む
る
に
止
ま
る
が
、
享
保
年

間
に
及
べ
ば
犯
科
帳
に
之
を
確
証
す
る
と
思
わ
れ
る
記
述
が
見
え
、
先
ず
享
保
七
年

七
月
四
日
入
牢
を
命
ぜ
ら
れ
た
銀
屋
町
の
七
郎
次
に
つ
い
て
の
記
載
に
は
「
乙
名
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

頭
或
は
組
合
乙
名
迄
相
加
異
見
云
々
」
と
あ
り
、
又
享
保
九
年
八
月
の
北
馬
町
乙
名

高
野
善
太
郎
へ
の
申
渡
し
に
「
北
馬
町
組
頭
井
与
合
乙
名
共
も
一
同
相
願
面
付
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

か
「
左
助
女
房
井
与
頭
其
外
組
合
乙
名
共
」
と
見
え
る
の
を
初
め
と
し
て
、
そ
の
後

五
町
組
の
こ
と
に
言
及
し
た
記
述
の
枚
挙
に
暇
な
い
こ
と
は
本
稿
五
町
組
の
機
能
の
，

節
で
使
用
し
た
資
料
か
ら
も
充
分
之
を
知
り
得
る
。
従
っ
て
享
保
七
八
年
頃
五
町
組

合
の
存
在
し
た
こ
と
は
疑
う
余
地
は
な
い
が
、
さ
れ
ば
と
て
五
器
組
の
発
足
の
年
代

を
明
証
す
る
史
料
は
寡
聞
に
し
て
未
だ
之
を
知
ら
ず
、
こ
こ
に
於
い
て
巳
む
な
く
次

の
如
き
推
測
を
試
み
る
ほ
か
は
な
い
。

　
先
ず
長
崎
五
町
組
が
前
記
「
卸
町
組
の
編
成
」
の
節
で
見
た
よ
う
に
卵
形
、
丸

山
、
寄
合
の
三
町
を
除
く
七
十
七
町
を
以
っ
て
十
五
組
に
組
織
さ
れ
て
い
た
点
か
ら

の1
1
（



す
れ
ば
、
五
町
営
の
発
足
は
七
十
七
町
成
立
以
後
に
あ
り
と
見
る
の
が
常
識
で
、
従

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

っ
て
長
崎
の
町
が
六
十
三
町
か
ら
七
十
七
町
と
な
っ
た
寛
文
十
二
年
以
後
と
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。
殊
に
浜
町
か
ら
分
れ
た
東
浜
町
、
西
浜
町
、
鍛
冶
屋
町
か
ら
分
れ
た
今

鍛
冶
屋
町
、
出
来
鍛
冶
屋
町
そ
の
他
の
例
に
見
る
如
く
、
元
々
同
じ
町
で
あ
っ
た
に

も
拘
ら
ず
全
く
別
の
五
言
組
に
編
入
さ
れ
て
い
る
実
例
の
多
い
点
か
ら
見
て
、
五
町

組
は
こ
れ
ら
の
分
立
後
に
編
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
る
に
於
い
て
は
猶
更
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

而
し
て
前
記
出
来
鍛
冶
屋
町
の
割
出
し
は
延
宝
元
年
と
さ
れ
て
お
り
、
叉
、
前
述
の

如
く
犯
科
帳
に
天
和
二
年
頃
五
茄
組
が
存
在
し
た
か
と
お
ぼ
し
い
記
載
が
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
が
ら
す
れ
ば
、
延
宝
・
天
和
の
間
に
緑
町
組
が
発
足
し
た
か
と
推
察
せ
し

め
る
。
長
崎
で
内
町
外
点
の
区
別
を
廃
し
た
の
は
元
禄
十
二
年
と
知
ら
れ
て
い
る
か

ら
、
延
宝
・
天
和
の
間
は
内
町
外
町
の
別
は
厳
と
し
て
存
在
し
た
わ
け
で
あ
り
、
さ

き
に
柴
町
組
は
内
町
外
町
の
区
別
の
上
に
立
っ
て
編
成
さ
れ
た
ら
し
い
と
述
べ
た
事

と
勘
合
し
て
も
、
こ
れ
は
不
当
で
な
い
。

　
然
し
そ
れ
に
し
て
も
未
だ
余
り
に
も
資
料
乏
し
く
、
よ
り
確
実
に
は
享
保
初
期
と

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
、
犯
科
帳
に
五
爵
組
合
の
字
が
確
実
に
認
め
ら
れ
る
る
の
は

前
記
の
如
く
享
保
七
年
で
あ
り
、
崎
軽
蔑
談
や
長
崎
略
史
に
五
入
組
を
定
め
た
の
は

正
徳
五
年
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
正
徳
五
年
以
後
享
保
初
年
に
は
五
町
組
も
亦
充
分

存
在
し
得
る
と
考
え
ら
る
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
き
に
も
述
べ
た
如
く
、
正
徳
五
年
に

五
人
組
を
定
め
た
こ
と
は
確
実
と
し
て
も
、
五
三
組
を
こ
の
年
定
め
た
と
の
記
述
は

全
く
な
く
、
五
人
組
あ
れ
ば
自
動
的
に
五
コ
組
あ
り
と
す
る
か
の
従
来
の
見
解
に
は

与
し
難
い
も
の
の
、
正
徳
五
年
五
人
組
を
定
め
た
理
由
は
帳
面
外
れ
や
宿
実
者
の
吟

　
　
　
⑩

味
の
た
め
で
あ
っ
た
と
い
う
点
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
目
的
の
た
め
に
ば
五
人
組
の
上

に
、
更
に
井
々
の
五
人
組
と
も
い
う
べ
き
町
役
逮
の
五
雄
蕊
を
設
け
て
、
人
別
改
そ

の
他
の
行
政
に
資
せ
し
め
よ
う
と
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
さ
き
の
五
虚
伝
の
機

能
で
見
た
如
く
、
五
十
組
合
で
最
も
責
任
を
問
わ
れ
た
の
が
人
別
改
の
問
題
で
あ

り
、
五
拾
組
は
各
種
町
政
の
中
で
も
人
別
改
の
点
で
殊
に
互
に
相
扶
け
相
戒
め
た
ら

し
い
事
が
こ
の
推
測
を
な
さ
し
む
る
理
由
の
一
つ
で
あ
る
が
、
猶
、
正
徳
新
令
の
施

　
長
崎
五
町
組
考

行
と
こ
れ
に
伴
う
抜
荷
防
止
の
督
励
及
び
そ
れ
へ
の
長
崎
奉
行
の
熱
意
等
が
こ
の
頃

見
ら
れ
た
か
ら
に
依
る
。

　
正
徳
新
令
は
当
時
の
財
政
経
済
事
情
と
い
う
大
局
的
見
地
か
ら
施
行
さ
れ
た
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
又
こ
れ
は
抜
荷
防
止
の
た
め
で
も
あ
っ
た
と

さ
れ
て
い
る
。
通
航
一
覧
は
こ
の
間
の
事
情
を
説
明
す
る
多
く
の
資
料
を
載
せ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

る
が
、
正
徳
四
年
八
月
幕
府
が
奉
行
に
与
え
た
覚
は
次
ぎ
の
通
り
で
あ
っ
た
。

　
近
年
以
来
し
き
り
に
ぬ
け
荷
商
売
出
来
り
礁
は
長
崎
表
に
お
い
て
地
下
を
追
払
は

　
れ
帳
面
を
は
つ
さ
れ
礁
て
或
は
地
下
に
俳
解
し
怖
も
の
ど
も
の
所
為
に
榔
自
今
以

　
後
所
を
も
追
払
者
の
沙
汰
は
い
ふ
に
及
ば
ず
地
下
人
の
中
其
親
類
見
届
が
た
き
よ

　
し
を
申
出
怖
者
有
之
に
於
て
は
其
事
の
子
細
吟
味
の
上
宜
敷
沙
汰
に
骨
ば
る
べ
き

　
事
　
即
ち
幕
府
は
抜
荷
を
犯
す
の
は
長
崎
よ
り
追
放
さ
れ
た
者
、
帳
面
は
つ
れ
の
類
と

見
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
吟
味
が
抜
荷
取
締
上
必
要
で
あ
る
と
し
た
。
長
崎
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

抜
荷
防
止
の
対
策
は
正
徳
か
ら
享
保
に
か
け
て
が
最
も
強
化
さ
れ
た
時
代
で
あ
っ
た

と
さ
れ
て
お
る
が
、
こ
の
目
的
達
成
の
た
め
に
は
翌
々
に
五
人
組
を
定
め
た
と
殆
ん

ど
時
を
同
じ
く
し
て
五
流
組
を
組
織
乃
至
は
整
備
し
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
こ
と

も
強
ち
不
可
能
で
な
い
。
殊
に
当
時
の
長
崎
奉
行
が
大
岡
備
前
守
清
雄
で
あ
っ
て
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

れ
ば
猶
更
で
あ
る
。
大
岡
備
前
守
は
徳
川
実
紀
が
「
三
局
あ
る
者
」
と
評
し
た
逸
材

で
あ
り
、
正
徳
元
年
長
崎
奉
行
に
任
ぜ
ら
れ
て
以
来
久
松
備
後
守
や
駒
木
根
肥
後
守

　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

等
と
並
び
任
ぜ
ら
れ
、
正
徳
新
令
施
行
に
つ
い
て
は
よ
く
新
井
白
石
等
幕
府
要
路
と

　
　
　
　
　
⑯

連
絡
推
進
し
て
こ
れ
が
実
現
に
努
力
し
、
ひ
い
て
は
長
崎
市
政
に
二
輪
を
傾
け
た
こ

と
は
彼
が
崎
陽
群
談
の
編
纂
者
で
あ
っ
た
点
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
。
正
徳
新
令
施
行

に
応
じ
て
幕
府
当
局
も
長
崎
市
政
に
対
し
て
は
施
こ
す
と
こ
ろ
が
多
く
、
岩
原
目
付

屋
敷
を
設
け
て
新
た
に
目
付
を
置
き
、
石
河
三
右
衛
門
、
大
久
保
一
郎
右
衛
門
を
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ず
之
に
任
じ
、
又
奉
行
所
内
に
番
所
を
建
て
て
船
番
十
入
、
町
使
十
人
を
置
く
等
劃

期
的
な
も
の
が
あ
っ
た
。
大
岡
備
前
守
は
間
も
な
く
病
残
し
た
が
、
そ
の
後
の
長
崎

㊧轍



長
崎
五
町
組
考

奉
行
に
は
正
徳
五
年
最
初
の
目
付
に
任
ぜ
ら
れ
た
石
河
土
佐
守
が
享
保
元
年
之
に
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

ぜ
ら
れ
て
月
下
部
丹
波
守
と
共
に
そ
の
後
十
年
間
奉
行
の
職
に
あ
り
、
恰
も
そ
の

間
、
将
軍
吉
宗
は
長
崎
の
事
に
つ
い
て
「
く
は
し
く
盛
慮
を
加
へ
玉
ひ
、
長
崎
見
聞

録
、
長
崎
実
録
な
ど
い
へ
る
書
ど
も
あ
ま
た
と
り
あ
つ
め
玉
ひ
、
地
理
風
俗
を
も
詳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郎
⑲

に
し
ろ
し
め
さ
れ
、
新
政
を
ひ
ろ
く
ほ
ど
こ
し
」
た
と
い
う
。
長
崎
市
政
を
囲
む
こ

の
よ
う
な
情
勢
は
享
保
初
期
に
五
町
組
が
存
在
し
た
と
の
推
定
を
充
分
麦
え
る
も
の

と
信
ず
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
犯
科
帳
に
は
享
保
以
後
は
逐
年
五
町
組
に
係
わ
る
文
言
が
見
え
て
嘉
永
年
間
に
及

ぶ
が
、
安
政
以
後
は
全
く
見
当
ら
な
い
。
犯
科
帳
は
慶
応
三
年
に
至
る
ま
で
連
続
記

載
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
安
政
以
後
五
町
組
関
係
の
記
述
が
見
え
ぬ
と
い
う
の
は
、
未

だ
五
町
組
は
消
滅
し
な
い
ま
で
も
、
少
な
く
と
も
司
法
関
係
に
五
町
組
の
活
用
さ
る

る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
鎖
国
的
な
人
別
改
の
徹
底
に
最
も
よ
く

利
用
さ
れ
た
と
見
ゆ
る
五
町
組
制
度
は
開
国
を
迎
え
た
安
政
時
代
と
も
な
れ
ば
仮
令

解
体
消
滅
し
な
い
ま
で
も
有
名
無
実
、
存
在
の
意
義
が
薄
弱
に
な
っ
て
い
た
か
と
思

わ
れ
る
。
然
し
長
期
に
亙
り
乙
名
組
頭
等
町
役
の
相
互
扶
助
の
機
構
と
し
て
長
崎
市

政
運
営
に
役
立
っ
た
五
聖
組
で
あ
る
か
ら
、
乙
名
制
度
の
廃
止
さ
れ
ぬ
限
り
五
町
組

も
存
続
し
た
に
相
違
な
く
、
そ
の
命
脈
は
明
治
元
年
二
月
長
崎
裁
判
所
の
設
置
と
共

に
長
崎
に
町
会
所
を
設
け
て
公
選
に
よ
り
各
町
に
肝
煎
一
人
を
置
い
て
従
来
の
乙
名

　
　
　
　
⑳

に
代
え
た
時
ま
で
続
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

註
①
　
②
　
③
　
④
　
⑤
　
⑥
　
⑦
　
⑧

長
崎
市
史
、
地
誌
篇
、
九
一
頁
。

全
　
　
前
。

崎
陽
群
談
、
第
五
、
長
崎
町
中
家
数
人
別
竈
数
之
事
条
。

長
崎
略
史
（
長
崎
叢
書
所
収
）
上
巻
、
年
表
第
三
、
正
徳
五
年
条
。

犯
科
帳
、
一
の
一
二
二
。

　
〃
　
　
五
の
一
七
五
。

　
〃
　
　
六
の
四
六
。

長
崎
市
史
、
地
誌
篇
、
一
六
頁
及
び
④
の
寛
文
十
二
年
条
。

⑨⑩⑪⑫⑬⑭⑮⑯⑰⑲⑲⑳⑳

　
〃
　
　
〃
　
　
　
八
四
頁
。

③
及
び
④
に
△
⊥
じ

長
崎
市
史
、
通
交
貿
易
篇
、
東
洋
諸
国
部
、
二
九
七
、
二
九
八
、
三
〇
四
頁
。

通
航
一
覧
、
第
四
、
六
六
頁
。

板
沢
武
雄
　
鎖
国
時
代
に
お
け
る
密
貿
易
の
実
態
（
法
政
大
学
文
学
部
紀
要
、
昭
和
三

十
六
年
七
号
第
一
部
所
収
）
三
九
頁
。

徳
川
実
紀
、
有
徳
院
殿
御
実
紀
附
録
巻
三
、
二
一
七
頁
。

長
崎
志
正
篇
、
　
（
長
崎
実
録
大
成
、
第
十
五
巻
、
年
表
挙
要
三
）
五
五
〇
1
五
五
五
頁
。

通
航
一
覧
巻
百
六
十
六
冒
頭
の
大
岡
備
前
守
の
上
書
を
は
じ
め
と
し
、
巻
百
六
十
六
、

百
六
十
七
に
は
正
徳
新
令
実
施
時
に
お
け
る
彼
の
活
動
を
物
語
る
資
料
が
多
数
見
受
け

ら
れ
る
。

⑮
の
五
五
四
－
五
五
五
頁
。

⑮
の
五
五
五
一
五
六
五
頁
。

⑭
の
二
一
八
頁
。

享
保
以
後
嘉
永
に
至
る
間
の
各
時
代
の
例
を
犯
科
帳
の
番
号
に
よ
っ
て
示
せ
ば
次
の
通

り
で
あ
る
。

　
一
二
の
＝
二
（
元
文
五
年
）
　
　
二
三
の
二
四
（
宝
暦
八
年
越

　
四
三
の
六
（
安
永
八
年
）
　
　
　
五
一
の
一
六
（
天
明
六
年
）

　
五
八
の
二
（
寛
政
四
年
）
　
　
　
一
〇
二
の
1
三
（
文
政
八
年
）

　
一
一
一
の
一
四
（
天
保
五
年
）
　
一
二
九
の
二
八
（
弘
化
四
年
）

　
一
三
一
ノ
ニ
ニ
（
嘉
永
二
年
）

明
治
維
新
以
後
の
長
崎
、
六
頁
。

五
、
結

語

　
以
上
に
素
描
し
た
と
こ
ろ
が
ら
五
こ
組
の
要
点
を
記
述
し
て
見
る
と
概
ね
次
ぎ
の

通
り
で
あ
る
。

　
先
ず
五
町
組
は
そ
の
名
の
類
す
る
如
く
に
相
扶
け
相
戒
む
る
点
五
人
組
に
似
る

が
、
冠
婚
葬
祭
の
末
に
至
る
ま
で
共
同
す
る
と
い
う
五
人
組
と
は
異
な
り
、
五
町
組

は
町
政
の
執
行
運
営
上
に
於
い
て
の
み
相
扶
け
相
戒
め
た
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
五

の1
1
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町
組
は
言
わ
ば
町
政
に
当
る
乙
名
組
頭
等
町
役
の
組
合
た
る
意
味
を
主
体
と
し
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
②

の
点
江
戸
の
名
主
組
合
、
京
都
の
組
町
の
制
度
に
似
る
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う

に
五
町
組
が
直
接
に
町
民
一
般
の
た
め
の
組
合
で
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
、
五

町
組
に
は
五
人
組
に
お
け
る
五
人
組
申
合
帳
の
如
き
も
の
が
あ
っ
た
と
も
思
え
ず
、

わ
ず
か
に
前
述
の
「
五
井
組
含
申
談
」
な
る
喧
嘩
口
論
取
締
に
関
す
る
簡
単
な
乙
名

の
心
得
書
様
の
も
の
が
あ
る
に
止
ま
る
。
従
っ
て
五
町
家
の
性
格
や
機
能
等
は
乙

名
等
の
勤
方
書
の
類
と
か
犯
科
帳
そ
の
他
の
三
献
か
ら
之
を
推
定
す
る
ほ
か
は
な

い
。
　
五
町
組
の
編
成
が
ど
の
よ
う
な
手
続
や
因
由
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
か
史
料
を
欠

い
て
明
ら
か
で
な
い
が
、
元
の
内
町
、
堤
町
の
制
に
準
拠
し
た
ら
し
く
、
内
町
二
十

六
町
、
蔵
町
五
十
一
町
を
そ
れ
ぐ
五
喫
煙
に
分
け
て
組
織
さ
れ
た
。
但
し
、
お
の

く
端
数
が
出
た
た
め
、
双
方
に
剛
力
町
の
組
A
旦
つ
宛
が
お
か
れ
た
。
組
合
を
形

成
し
た
立
町
は
乙
名
を
初
め
組
頭
・
日
行
使
に
至
る
迄
差
支
え
あ
る
時
は
互
に
助
け

て
町
政
万
般
の
完
全
を
期
し
、
中
で
も
人
別
改
の
点
に
於
い
て
五
町
組
に
期
待
す
る

と
こ
ろ
大
き
か
っ
た
事
は
犯
科
帳
に
之
を
見
得
る
。

　
こ
れ
が
発
祥
は
延
宝
・
天
和
の
頃
か
ど
思
わ
る
る
が
明
確
で
な
い
。
然
し
享
保
初

期
に
は
明
ら
か
に
五
町
組
が
整
備
し
て
い
た
と
見
え
、
そ
の
後
嘉
永
霜
葉
は
確
実
に

存
続
し
、
安
政
以
後
の
資
料
が
見
当
ら
ぬ
と
こ
ろ
が
ら
す
れ
ば
、
五
町
組
は
も
は
や

有
名
無
実
と
な
っ
て
そ
の
機
能
を
発
揮
し
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

従
っ
て
そ
の
終
焉
を
明
ら
か
に
し
な
い
が
、
肝
煎
制
度
が
乙
名
制
度
に
代
っ
た
明
治

元
年
と
見
て
大
過
あ
る
ま
い
。

　
鞘
町
組
に
最
も
期
待
し
た
の
は
人
別
改
の
点
で
あ
り
、
人
別
改
は
幕
藩
体
制
下
民

政
の
要
諦
で
あ
る
が
わ
け
て
も
長
崎
で
は
抜
荷
取
締
の
た
め
他
に
比
し
て
一
段
と
そ

の
励
行
が
望
ま
れ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
全
国
に
一
般
的
な
五
人
組
制
度
で
は
足
ら
ず

と
し
て
入
園
改
を
中
心
に
そ
の
他
広
く
町
政
全
般
に
遷
り
乙
名
組
頭
等
町
役
に
相
扶

け
相
戒
め
し
む
る
た
め
の
五
隣
組
を
長
崎
に
設
け
た
の
も
当
然
と
理
解
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
。
従
っ
て
五
重
組
の
制
度
は
全
国
各
地
に
行
わ
れ
た
と
い
う
よ
り
は
長
崎
特
有

長
崎
五
町
組
考

と
見
る
べ
き
で
、
長
崎
以
外
に
五
町
組
制
度
を
見
出
さ
な
い
の
は
強
ち
私
の
寡
聞
の

み
に
帰
せ
ら
れ
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
然
し
そ
れ
に
し
て
も
江
戸
時
代
の
長
崎
は
人

口
概
ね
四
・
五
七
の
間
、
そ
れ
を
八
十
町
に
分
て
ば
平
均
百
戸
か
ら
百
二
十
戸
、
然

も
そ
れ
は
狭
小
の
地
域
に
密
集
し
て
お
り
、
乙
名
逮
が
互
に
助
け
合
わ
ね
ば
な
ら
ぬ

程
の
戸
数
で
も
地
域
で
も
な
く
、
五
人
組
の
上
に
更
に
五
斗
組
を
設
け
る
程
の
事
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
加
う
る
に
、
こ
の
狭
小
密
集
の
町
に
長
崎
奉
行
が
厳
と
し
て

臨
み
、
町
年
寄
制
度
も
健
在
で
、
こ
れ
ら
の
努
力
と
乙
名
達
へ
の
督
励
鞭
燵
が
あ
る

な
ら
ば
五
町
組
ま
で
作
ら
な
く
と
も
、
五
人
組
制
度
と
乙
名
で
充
分
で
は
な
い
か
と

思
わ
る
る
に
も
拘
ら
ず
猶
五
七
組
が
置
か
れ
た
に
は
他
に
何
ら
か
の
事
情
が
あ
っ
た

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
今
そ
の
一
つ
と
思
わ
る
る
も
の
を
挙
ぐ
れ
ば
加
役
の
事
で
あ

る
。
長
崎
市
政
に
お
け
る
加
役
の
問
題
は
詳
し
く
は
別
に
検
討
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、

少
な
く
と
も
乙
名
に
お
け
る
加
役
の
負
担
は
大
き
く
、
例
え
ば
「
辰
正
月
町
役
乙
名
一

　
③
覧
」
に
は
、
諏
訪
社
取
締
掛
家
原
嘉
治
助
（
炉
粕
町
乙
名
）
、
精
荷
役
立
含
馬
田
猪
十

郎
（
勝
山
町
乙
名
）
、
同
仁
甚
蔵
（
磨
屋
町
乙
名
）
以
下
延
百
二
十
名
が
並
べ
ら
れ

て
お
り
、
同
一
人
名
が
厘
々
見
え
て
兼
任
の
多
い
こ
と
を
語
っ
て
い
る
が
、
こ
の
文

書
を
伝
え
た
桶
屋
町
の
乙
名
藤
昇
一
郎
は
こ
の
年
「
精
荷
役
馬
繋
当
分
助
、
唐
人
根

話
方
立
合
兼
」
、
「
盗
賊
方
、
抜
荷
取
締
掛
」
、
「
年
番
」
の
諸
役
を
兼
ね
て
い
た
。
同

じ
藤
家
の
惣
太
夫
が
天
保
十
三
年
乙
名
退
勤
を
願
出
た
際
、
彼
が
享
和
元
年
以
来
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

十
九
年
間
に
勤
め
た
加
役
を
列
挙
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
こ
の
間
に
二
十
五

の
加
役
を
仰
付
け
ら
れ
、
そ
の
中
に
は
文
化
七
年
か
ら
（
文
化
十
一
年
を
除
く
）
十

三
年
迄
六
年
間
の
年
番
、
天
保
八
年
よ
り
十
三
年
迄
六
年
間
の
長
崎
会
所
目
付
助
等

の
如
き
長
期
に
亙
る
も
の
、
或
は
天
保
六
年
の
如
き
は
、
天
保
三
年
以
来
の
精
荷
役

立
合
助
、
盗
賊
方
兼
勤
に
加
え
て
七
月
に
は
金
銀
取
締
掛
兼
勤
、
古
金
銀
引
替
取
締

掛
兼
勤
、
十
月
に
は
更
に
市
中
取
締
掛
兼
勤
と
一
時
に
諸
掛
を
兼
ね
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
乙
名
に
加
役
の
負
担
が
重
く
繁
忙
を
極
め
た
と
す
れ
ば
本
来
の
乙
名
役
に
欠

く
る
と
こ
ろ
多
く
、
そ
れ
を
互
に
補
い
結
く
る
た
め
に
は
隣
接
す
る
町
々
と
五
町
組

を
組
織
せ
し
む
る
必
要
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
加
役
の

911（



長
崎
五
町
組
考

問
題
、
そ
の
他
猶
詳
し
く
考
究
す
べ
く
し
て
及
ば
ぬ
点
が
多
々
あ
る
が
、

後
日
に
之
を
期
し
た
い
と
思
う
。
（
史
学
教
室
）

①②③④

そ
れ
ら
は

東
京
都
編
、
都
史
紀
要
、
区
制
沿
革
に
依
れ
ば
、
名
主
組
合
は
享
保
七
年
に
始
ま
り
、

「
組
合
を
設
け
さ
せ
て
互
に
監
督
し
て
不
取
締
り
を
な
く
す
る
」
（
二
一
頁
）
こ
と
を

目
的
と
し
た
と
い
う
か
ら
稽
々
五
町
組
に
類
す
る
が
、
当
時
二
百
六
十
三
人
の
名
主
を

地
域
的
に
十
七
組
に
分
け
て
平
均
十
五
、
六
町
を
以
っ
て
一
組
を
編
成
し
た
点
は
五
町

組
よ
り
よ
ほ
ど
大
規
模
の
組
合
で
あ
っ
た
（
二
二
二
頁
）
。

京
都
に
は
組
町
と
称
す
る
も
の
が
あ
り
、
京
都
叢
書
所
収
の
京
町
鑑
に
依
れ
ば
川
西
九

町
組
、
上
京
頭
町
八
町
組
、
川
西
十
六
町
組
と
い
う
よ
う
に
、
組
町
の
町
数
は
一
定

せ
ず
、
小
は
一
町
半
組
か
ら
大
は
十
六
、
七
町
に
及
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
そ

の
機
能
や
発
祥
に
つ
い
て
は
未
だ
明
確
で
な
く
、
従
っ
て
五
町
組
と
の
比
較
は
後
日
に

期
し
た
い
。

長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
蔵
、
藤
文
庫
所
収
。
辰
正
月
の
辰
は
こ
＼
に
見
ゆ
る
乙
名
の
姓

名
を
箭
内
健
次
編
、
畏
崎
県
の
歴
史
、
資
料
篇
、
長
崎
町
乙
名
在
職
一
覧
表
に
照
せ
ば

文
政
一
天
保
頃
の
人
々
か
と
見
え
る
。

長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
蔵
、
藤
文
庫
所
収
、
勤
方
細
目
（
藤
惣
太
夫
）
。
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